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「３月の実習風景」

シリーズ「今日のお昼ご飯」第２１回

厳しい寒さもようやく和らぎ始め、植物

も少しずつ生長への準備を始め、春ら

しさが見受けられるようになりました。

野菜コースではキャベツの定植、６月頃

に収穫予定です（写真右上）。花きコー

スでもキンギョソウの整枝作業（写真右

下）。果樹では病気の発生予防のために

カキに農薬散布しました（写真左）。

春の資格取得その１「小型車輌系建設機械」
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２年生が卒業し、新しい体制が整いつ

つあります。中央の自治会長の橋口君

を中心に以下の役員が決定しました。

副会長並羅君、書記杖尻君、会計関本

君、図書委員南方君、体育委員島倉君、

和農市委員中西君、企画委員馬場君と

植野君です。１年生の枠も入学後に決

定し、本格的に活動を進めていきます。

「農業機械士」の資格は、農業機械の運

転操作や点検整備の研修を受け、併せ

て大型特殊の運転免許を有することで

県から認定されます。３日間の講義で

は、トラクターのロータリーや田植機の

仕組み、また動力噴霧器の扱い方など

詳しく説明を受けました。最後に筆記

試験が行われ、６名が合格しました。

足下の雑草の伸びも気になります。 中央にメジャーを引いています。

ネットに入っているかもチェック。

３月２日。ひな祭りを前日に控え、エ

ビがたくさん載ったチラシ寿司を中

心としたメニュー。副菜は小芋や筍な

どを煮た物と酢の物、そしてはまぐり

のお吸い物にショートケーキがつきま

した。この一年間も学生の健康を考

えて様々なメニューを作っていただき

ました。ごちそうさまでした。

寮替。心機一転！

春の資格取得その２「農業機械士」

教えると言うことは難しいもので、学生

の皆さんに対して、いかに興味を持って

積極的に授業に参加してもらえるか、

が気になるところです。そんな中、県教

育センター講師を迎えて授業方法につ

いての研修会を開きました。模擬授業

を行ってから、その改善点やスムーズな

進め方などのアドバイスを受けました。

終業式の職員室に沢山のクッキーが届け

られました。前日の３月１５日に料理同

好会が夜遅くまでかかって焼いてくれた

ものです。卒業式前日にも同好会１年

生から２年生全員に配られました。愛情

のこもった美味しいクッキーを味わうこと

ができました。ごちそうさまでした。

美味しいクッキーをいただきました。

京奈和自動車道、かつらぎICまで開通。

新しい自治会役員です。花きコース、大規模バラ施設栽培を見学。

先生も勉強その２、「授業」。

終業式。さあ春休み！

新しい学年の始まりを控え、寮替が実施されました。新入生が少ないため、西寮を閉鎖して新しい東

寮に男子の全員が入寮することになります。気分も一新して４月から充実した生活を送って下さい。

学校の目の前で行われ

ている京奈和自動車道

の工事。４月２２日に

高野口ＩＣ－かつらぎ

ＩＣ間が開通とのこと。

急ピッチで仕上げが進

められています。 完成直前。西に延びていきます。

２月１７日に奈良県平群町の平群温室

バラ組合を訪問。ここでは６戸の農家が

参加、２．８haの温室に１１０品種を栽培、

年間２５０万本を出荷しています。学生

は育苗から出荷までに至る栽培技術と

販売方法、また大規模経営のノウハウを

見聞し、今後の実習や学習する上で有意

義な見学となりました。

「小型車輌系建設機械」の講習が２日間

行われました。初日は学科教育で、機械

の機能や構造の他、自身や周囲への安

全についても学びました。２日目は実技

教育で油圧ショベルに乗車、走行や旋回

そしてブームと呼ばれる作業装置を動か

しました。２台しかないので、順番が回っ

てくるまで待っているのも訓練です。

昨年の様子。橋脚の工事中。

３月１６日。農業機械士合格者の表彰

の後、終業式が行われました。

進級・合格おめでとう！！


